
 
学校名　三原市立沼田西小学校

改善方策

10月 2月
ｈ
達成値 ｈ
達成値 イ ロ ハ

児童質問紙肯定的評価の割合
①「友達の考えと同じところや違うとこ
ろを比べながら自分の考えを発表し
た。」
②「図や表，数直線図などを使って，友
達に伝わるように自分の考えを説明し
ている。」
③「友達の意見を聞いて，自分の考え
が深まったり確信がもてたりした。」

80％

①標準学力調査　全学級全国平均値
以上(1～3年は+5P，4～6年は+3P)
②単元末テスト　思考力・判断力・表現
力等　学年平均通過率　80％以上

①1～3年
+5P
4～6年
+3P
②80%以
上

○児童の基礎的生
活習慣の確立を図
り，自己肯定感を
向上する。

児童質問紙肯定的評価
(1)「自分のことが好き。」
(2)「自分には相談できる人や助け
てくれる人がいる。」

90%

〇友達や故郷を愛
する心情を育てる。

児童質問紙肯定的評価
(１)「沼田西町のためになることを
やってみたい。」

90%

①児童質問紙肯定的評価
（２）「体を動かすこと（運動）が好き
である。」
②肥満傾向にある児童数を８人以
下

①
80%
②

100%

体力測定「５０ｍ走」「立幅跳び」
「長座体前屈」の種目で，４月測定
時よりそれぞれ0.3秒，5ｃｍ，3ｃｍ
上昇した児童の割合

80%

○不祥事防止の徹底
不祥事０（ゼロ）

100%

○協働的な学校運営
教職員自己評価肯定的評価
(１)「2部会などで自分に任された
公務に積極的に取り組んだ。」

100%

○教職員が健康でや
りがいをもって勤務で
きる働き方

時間外在校時間4５時間以内の職
員の割合

100%

（　中間 ・ 最終　）

【ミッション】（自校の使命）
　自分を愛し，夢を語る児童の育成
【ビジョン】（自校の将来像）
　夢や目標に向かって，自ら伸びようとする児童を育成する学校
【育成を目指す資質・能力】〇知識及び技能　〇思考力・表現力　〇主体性

自己評価評価計画

ｅ　目標達成のための方策

学校関係者評価

校番（　　13　　）

「自ら伸びる」児童の育成
～わくわく登校，満足下校～

ｇ
目標値

確
か
な
学
力
の
育
成

主体的に
学びあう
児童を育
成する。

○児童自らが目標
や課題を設定して，
その実現や解決に
向け主体的に取り
組む能力や意欲・
態度を育成する。

○様々な
人や事象
との関わり
合いを通
して，豊か
な人間性
と健やか
な体を培
う。

○健康で活力ある
生活を送るための
基礎を培う。

令和５年度　　学校評価表

ｆ　評価項目・指標

ａ　学校教育目標
ｂ　経営理念

ミッション・ビジョン

豊
か
な
心
・
健
や
か
な
体
の
育
成

c　中期経営目標

○各種学力調査に向けた対策や，算数
科の思考力・判断力・表現力のテストの
分析を通して，学力の向上を図る。

○地域と連携し，地域の宝を生かした取
組を推進し，郷土を愛する心や，地域の
役に立ちたいという児童を育成する。

○全校外遊びや授業でのACP（アクティ
ブ・チャイルド・プログラム）を励行するとと
もに，体育的な特別活動を工夫して行う。

○体育科を中心に，準備体操やACP（ア
クティブ・チャイルド・プログラム）に取り組
み，走・跳躍・柔軟性の定期的測定を行
う。

ｉ
達成度ｄ　短期経営目標

○問いの探究・解決に視点をあてた授業
改善を行い，児童の思考力・表現力の育
成を行う。

ｊ
評価 ｋ
結果と課題の分析
評 価

コメント改善方策

信
頼
さ
れ
る
学
校

○保護者
の願いに
応え，信
頼される
学校づくり
を推進す
る。

○意識向上を図り，自分事として考える
研修の実施

〇沼田西小学校『五つの宝』の取組や，
自己有用感を育てる特別活動を充実さ
せ，児童の自己肯定感，共感的な人間関
係，規範意識を培う。

○組織的に業務改善を推進する。

○年間計画表を指標として，主任の機能
化と部会の活性化を図り，ＰＤＣＡサイク
ルにより協働的な学校運営を行う。

【ｊ：自己評価 評価】
Ａ：１００≦（目標達成） B：８０≦（ほぼ達成）＜１００
Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０ Ｄ：（できていない）＜６０

【ｌ：学校関係者評価 評価】

イ：自己評価は適正である。

ロ：自己評価は適正でない。
ハ：分からない。

別紙様式


